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【手続補正書】
【提出日】令和3年10月8日(2021.10.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板上に配置された第１光学フィルタ構成要素であって、第１の角度シフトを有す
る第１光学フィルタ構成要素と、
　前記第１光学フィルタ構成要素上に配置された第２光学フィルタ構成要素であって、前
記第１の角度シフトとは異なる第２の角度シフトを有する第２光学フィルタ構成要素とを
具えた複合光学フィルタであって、
　前記第１光学フィルタ構成要素は、水素化シリコン（Si:H）を用いて製造された低角度
シフトの帯域通過フィルタであり、
　前記低角度シフトの帯域通過フィルタは、特定範囲の入射角で２０％未満の角度シフト
を有し、
　前記特定範囲の入射角は、約０度～約６０度の範囲である複合光学フィルタにおいて、
　第１範囲の入射角の光を透過させるように構成され、かつ該第１範囲の入射角とは異な
る第２範囲の入射角の光を阻止するように構成されている複合光学フィルタ。
【請求項２】
　前記第１範囲の入射角が約０度～約３０度である、請求項１に記載の複合光学フィルタ
。
【請求項３】
　前記第１範囲の入射角が約０度～約４５度である、請求項１に記載の複合光学フィルタ
。
【請求項４】
　前記第２範囲の入射角が約３０度よりも大きい、請求項１に記載の複合光学フィルタ。
【請求項５】
　前記第２範囲の入射角が約４５度よりも大きい、請求項１に記載の複合光学フィルタ。
【請求項６】
　前記第２範囲の入射角が約０度～約３０度であり、前記第１範囲の入射角が約３０度よ
りも大きい、請求項１に記載の複合光学フィルタ。
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【請求項７】
　前記複合光学フィルタが、前記第１範囲の入射角の光のうち閾値の割合よりも大きい割
合の光を透過させ、
　前記閾値の割合は、
　約７５％、
　約９０％、
　約９５％、
　約９９％、
　約９９．９％、
　約９９．９９％、または
　約９９．９９９％
のうちの少なくとも１つである、請求項１に記載の複合光学フィルタ。
【請求項８】
　前記複合光学フィルタが、前記第２範囲の入射角の光のうち閾値の割合の光を阻止する
ように構成され、
　前記閾値の割合は、
　約７５％、
　約９０％、
　約９５％、
　約９９％、
　約９９．９％、
　約９９．９９％、または
　約９９．９９９％
のうちの少なくとも１つである、請求項１に記載の複合光学フィルタ。
【請求項９】
　前記複合光学フィルタが、特定のスペクトル範囲を有する前記第１範囲の入射角の光を
透過させるように構成され、かつ該特定のスペクトル範囲を有する前記第２範囲の入射角
の光を阻止するように構成されている、請求項１に記載の複合光学フィルタ。
【請求項１０】
　前記特定のスペクトル範囲が、
　約６００ナノメートル（nm）～約１２００nm、
　約７００nm～約１１００nm、または
　約８００nm～約１０００nm、
のうちの少なくとも１つである、請求項９に記載の複合光学フィルタ。
【請求項１１】
　前記特定のスペクトル範囲が、
　約１２００ナノメートル（nm）～約２０００nm、
　約１４００nm～約１８００nm、または
　約１５００nm～約１７００nm、
のうちの少なくとも１つである、請求項９に記載の複合光学フィルタ。
【請求項１２】
　前記特定のスペクトル範囲が、
　約２００ナノメートル（nm）～約４０００nm、
　約１０００nm～約３０００nm、または
　約１５００nm～約２５００nm、
のうちの少なくとも１つである、請求項９に記載の複合光学フィルタ。
【請求項１３】
　入力光信号をフィルタ処理して、フィルタ処理した入力光信号を提供するように構成さ
れた複数の光学フィルタ構成要素を含む光学フィルタと、
　前記フィルタ処理した入力光信号を受光して出力電気信号を提供するように構成された
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光センサと
を具えた光学系であって、
　前記複数の光学フィルタ構成要素は、前記入力光信号のうち入射角の閾値を満足しない
第１部分を阻止し、かつ前記入力光信号のうち前記入射角の閾値を満足する第２部分を通
過させるように構成され、
　前記複数の光学フィルタ構成要素は、水素化シリコン（Si:H）を用いて製造された低角
度シフトのフィルタを含み、
　前記低角度シフトのフィルタは、特定範囲の入射角で２０％未満の角度シフトを有し、
　前記特定範囲の入射角は、約０度～約６０度の範囲である光学系。
【請求項１４】
　前記光学フィルタの最大透過率が、前記光学フィルタの最小透過率を与える入射角より
も小さい入射角で生じる、請求項１３に記載の光学系。
【請求項１５】
　前記低角度シフトのフィルタが長波長通過（ＬＷＰ）光学フィルタである、請求項１３
に記載の光学系。
【請求項１６】
　前記複数の光学フィルタ構成要素が短波長通過（ＳＷＰ）光学フィルタをさらに含む、
請求項１３に記載の光学系。
【請求項１７】
　第１の角度シフト及び第１通過帯域を有する第１フィルタ構成要素と、
　第２の角度シフト及び第２通過帯域を有する第２フィルタ構成要素とを具えたフィルタ
であって、
　前記第１フィルタ構成要素は、水素化シリコン（Si:H）を用いて製造された低角度シフ
トのフィルタであり、
　前記低角度シフトのフィルタは、特定範囲の入射角で２０％未満の角度シフトを有し、
　前記特定範囲の入射角は、約０度～約６０度の範囲であり、
　前記第１の角度シフト、前記第１通過帯域、前記第２の角度シフト、及び前記第２通過
帯域は、前記フィルタが、特定のスペクトル範囲を有する第１入射角の光を透過させ、該
特定のスペクトル範囲を有する第２入射角の光を反射するような値に設定されているフィ
ルタ。
【請求項１８】
　前記第１入射角は約３０度未満であり、前記第２入射角は約３０度以上である、請求項
１７に記載のフィルタ。
【請求項１９】
　前記第２フィルタ構成要素の少なくとも１つの層が、五酸化タンタル（Ta2O5）材料で
ある、請求項１７に記載のフィルタ。
【請求項２０】
　前記フィルタがコリメータである、請求項１７に記載のフィルタ。
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